
令和2年10月1日

第二期まち・ひと・しごと創生

総合戦略（案）





・総合戦略　４つの基本目標及び成果指標

成果指標とは、基本目標を達成する際のアウトカムに関する指標
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基本目標

［出典：工業統計調査］

基本目標

［出典：館林市統計書］

基本目標

［出典：群馬県移動人口調査］

基本目標

［出典：群馬県人口動態調査］

１人の女性が生涯に産む子どもの人数。15～49歳までの女性の年齢別出生率の合計

基本目標

［出典：群馬県人口動態調査］

基本目標

［出典：都市データパック（東洋経済）］

基本目標 成果指標

豊かな地域をつくるとともに、安

心して働けるようにする

・従業員１人当たりの付加価値額

・就職率

本市とのつながりを築き、新しい

人の流れをつくる
・社会増減数

成果指標 基準値（R1年度） 目標値（R７年度）

結婚・出産・子育ての希望をかな

える

・合計特殊出生率

・婚姻数

人が集う、安心して暮らすことが

できる魅力的な地域をつくる
・住みよさランキング

成果指標 基準値（H30年度） 目標値（R７年度）

1

従業員１人当たりの付加価値額
1,194万円 1,230万円

製造業を営む事業所の従業員１人当たりが一定期間に生み出した価値の額

成果指標 基準値（H30年度） 目標値（R７年度）

1

就職率
7.6% 9.0%

館林公共職業安定所調査の市内就職率（就職件数/月間有効求職者数）

成果指標 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

2

社会増減数
▲48人 ▲22人

本市への転入数から市外への転出数を差し引いた数

成果指標 基準値（R1年度） 目標値（R７年度）

3

合計特殊出生率
1.24 1.6

成果指標 基準値（H30年度） 目標値（R７年度）

3

婚姻数
272件 360件

本市に婚姻届を提出し、婚姻が認められた件数

4

住みよさランキング
287位 200位以内

出版会社「東洋経済」が1年に1回発表する暮らしやすさを測る指標
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・総合戦略

基本目標

分野 総合計画　「産業」

基本的方向

新規団地の造成と拡張

新規企業の誘致推進及び既存企業の経営安定支援

企業間の連携支援・事業承継の推進支援

産学官金の連携強化

［出典：産業政策課］

［出典：工場立地動向調査・商工課］

新規産業団地などの造成
― 56.2 ha

市内における新規企業立地数及び既存企業による増設投資件数

基準値（R１年度） 目標値（R７年度）重要業績評価指標（KPI）

企業立地及び設備投資件数
4件 累計28件（R1～R7年度）

新規や拡張により造成された産業団地等における開発面積

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

① 豊かな地域をつくるとともに、安心して働けるようにする

・新規団地の造成と拡張

・企業の誘致・拡張の推進

・企業の連携・事業継承の支援

・産学官連携の推進

・経営の支援

個別戦略

土地利用調整及び事業者調整を進め、新規団地造成と既存団地の拡張を推進し、雇用

創出や税収増加を図ります。また、次代の産業団地などの適地の選定に向けた検討・

調整を進めます。

新たに本市への立地及び既存企業で拡張を望む企業のニーズ把握に努め、本市立地の

優位性をＰＲし、新規団地の動向も踏まえ、各種支援を通じ優遇措置の検討を進めま

す。

近い将来の生産人口の減少に伴う担い手不足を解消するため、多業種が参加する企業

間交流への参加を推進し、更なる連携及び企業合併・買収を継続していけるよう、関

係機関と協働して事業承継を支援します。

魅力ある企業として、新商品・新技術・新サービスの創出によるものづくりへの関心

を高めてもらうため、産業界と高校・大学などの教育機関、金融界で協働して行う取

組を推進し、雇用の拡大に繋げ、生産性の向上に努めます。

2



基本目標

分野

基本的方向

［出典：商工課］

［出典：商工課］

［出典：経済センサス］

小売業・卸売業の年間商品販売額を小売業・卸売業の商店数で割った額

小売業・卸売業の１店舗当たりの年間商

品販売額 340百万円337百万円

市の事業によって、遊休不動産が常設店舗やイベント利用された件数の合計。

① 豊かな地域をつくるとともに、安心して働けるようにする

個別戦略

技術とブランド力を持った商店経営の支援

マーケティングにより、取り扱う商品やサービスの強みを認識し、技術やブランド

力を生かした戦略的な経営ができる商店主の増加につなげます。

新規アントレプレナーの発掘・育成と遊休不動産の活用

創業者の支援とリノベーションまちづくり事業の推進により、アントレプレナーを

発掘及び育成し、遊休不動産を活用することで経済活動の機会損失を防ぎます。

たてばやしブランドの構築による稼ぐ地域づくり

館林の歴史、文化、風土などに基づくストーリーによって消費者の共感を得ること

で、商品に付加価値を与え、商品価格に反映できるように支援します。

・技術と個性がある商店の集積

・アントレプレナーの発掘・育成と遊休不動産の活用

・経営の支援

・たてばやしブランドの構築と認知度の向上

総合計画　「商業」

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

既存商店店舗診断の件数
2件 累計14件（R1～R7年度）

遊休不動産の利活用件数
2件 累計14件（R1～R7年度）

中小企業診断士による店舗診断を受けた商店の数
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基本目標

分野

基本的方向

［出典：産業政策課］

　企業ガイダンスを利用した方の数

［出典：産業政策課］

　UIターン支援奨励金の支給を受けた対象労働者の数

UIターン支援奨励金の受給労働者数
46人 累計200人（R3～R7年度）

ワーク・ライフ・バランス実現に向けた取組促進

国や県などと連携して趣旨普及に努め、ICTなどを活用した多様で柔軟な働き方の

実現に向け、市民の理解や企業・事業所などの主体的な取り組みを促進します。

個別戦略

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

企業ガイダンスの参加者数
507人 累計2,500人（R3～R7年度）

公共職業安定所などの関係機関と連携し、早期就職の実現や雇用機会の創出を図り

ます。

① 豊かな地域をつくるとともに、安心して働けるようにする

・若年層の市内就職の促進

・雇用の促進

・ワーク・ライフ・バランスの趣旨普及と取組促進

・勤労者向け融資制度の維持

若年層の定着・還流促進のための情報提供

若年層の地域への定着・還流を促進するため、市内企業の魅力を知ってもらい、企

業への関心を高めて、市内での就職の増加につなげます。

雇用環境の向上

総合計画　「労働環境」
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基本目標

分野

基本的方向

［出典：農業振興課］

［出典：農林水産省］

［出典：農業委員会］

個別戦略

　効率的かつ安定的な農業経営を営む農業者に対して、利用が集積された農地の面積

農用地利用集積面積
840ha 1,020ha

担い手の農地利用集積状況
58.2% 65%

耕地面積の内担い手へ集積された農地面積の割合

農業産出額
59.5億円 61億円

農業生産活動による最終生産物の総算出額（耕種、畜産、加工農産物）

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

スマート農業（農業の軽労働化）

・営農環境の整備

・付加価値の向上と効率化

・食に対する意識の向上

総合計画　「農業」

ICTなどを活用したスマート農業を推進し、作業の効率化、軽労働化、品質安定な

ど魅力ある農業の実現を目指します。

① 豊かな地域をつくるとともに、安心して働けるようにする

農業生産基盤の整備

ほ場整備事業による農地の大規模化及び集積・集約化を推進し、地域における中

心経営体や新たな担い手の育成を図ります。

農産物の品質向上・ブランド化

農商工連携及び６次産業化の支援による地産地消の推進を通して、農産物の品質

向上やブランド化を図るとともに販路拡大を推進します。
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基本目標

分野

基本的方向

［出典：つつじのまち観光課］

　年間を通して主な観光施設を訪れた観光客数

［出典：つつじのまち観光課］

　つつじまつり期間中につつじが岡公園に訪れた入園者数

［出典：つつじのまち観光課］

　観光ボランティアガイドの登録者数

観光ボランティアガイドの登録者数
65人 80人

② 本市とのつながりを築き、新しい人の流れをつくる

総合計画　「観光」

・観光資源の創出と活用

・多様な観光客への対応

・連携によるブランドの発信

・四季を通して愛される公園づくり

・観光資源の保護・保存・育成と普及啓発

個別戦略

公民連携による日本遺産を生かした事業展開

日本遺産「里沼」に関連する貴重な歴史的資源を再発見し、公民連携による情報発

信と体験型観光の取組で、受入体制を充実させます。

多様な観光客の誘客促進

産業観光やアニメツーリズムなどの多様な価値の観光素材に注目し、旬の情報を

ネットやSNSでタイムリーに配信して、交流人口の拡大に取り組みます。

つつじが岡公園の磨き上げ

民間活力の活用により、つつじの保護・保存・育成を充実させるとともに、四季を

通じて公園をはじめとする公共空間の利活用を促進させます。

基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

基準値（R１年度） 目標値（R７年度）重要業績評価指標（KPI）

重要業績評価指標（KPI）

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

        観光客入込数
1,489,539人 1,650,000人

      つつじまつり入園者数
129,242人 140,000人
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基本目標

分野

基本的方向

［出典：商工課］

総合計画　「まちのにぎわい」

② 本市とのつながりを築き、新しい人の流れをつくる

新規アントレプレナーの発掘・育成と遊休不動産の活用【再掲】

技術とブランド力を持った商店経営の支援【再掲】

個別戦略

移住・定住促進のための魅力発信及び受け入れ体制整備

地域性や独自性を生かし、市民がイベントを企画、運営できるよう自立した組織づく

りを推進します。

・地方創生施策の推進

・空き家の利活用の推進

・技術と個性がある商店の集積

・アントレプレナーの発掘・育成と遊休不動産の活用【再掲】

・コンパクトシティの推進

・ウォーカブルなまちづくりの推進

・健全な市街地の形成

・市民協働によるまちづくり

マーケティングにより、取り扱う商品やサービスの強みを認識し、技術やブランド力

を生かした戦略的な経営ができる商店主の増加につなげます。

創業者の支援とリノベーションまちづくり事業の推進により、アントレプレナーを発

掘及び育成し、遊休不動産を活用することで経済活動の機会損失を防ぎます。

本市への移住・定住を促進するため、東京圏に居住する方や東京圏へ出て行った若者

たちを対象とし、本市の魅力や移住・定住施策のPRを実施することで、移住者・定住

者の増加につなげます。

空き家の利活用の促進

年々増えていく空き家問題に対して、空き家バンクを活用し転入希望者と空き家所有

者のマッチングを図ります。さらに、リフォームの助成や家賃助成などの支援をし、

空き家の利活用を図ることで、移住者・定住者の増加を目指します。

市民協働によるまちづくりの推進

遊休不動産の利活用件数【再掲】

目標値（R７年度）

2件 累計14件（R1～R7年度）

市の事業によって、遊休不動産が常設店舗やイベント利用された件数の合計

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度）
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［出典：企画課］

［出典：企画課］

［出典：企画課］

　空き家バンクに登録された空き家の利活用件数

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

空き家バンク利活用件数
２件 累計10件（R３～R７年度）

移住定住の相談人数
27人 累計140人（R３～R７年度）

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

　主に東京圏で行う移住・定住に関するPR活動回数

　東京圏での移住相談会や本市窓口での移住・定住に関する相談人数

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

東京都でのPR活動回数
２回 累計10件（R３～R７年度）
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基本目標

分野

基本的方向

［出典：　秘書課　］

館林市公式ホームページの各記事にアクセスした数

［出典：　秘書課　］

館林市公式ツイッターのフォロワー数

SNSのフォロワー数 1,520件 4,520人

② 本市とのつながりを築き、新しい人の流れをつくる

個別戦略

市政情報の提供と共有

SNSなど多様なメディアにより積極的に情報発信することで、市民と行政が互いに

情報共有を図り、地域課題が解決できるよう分かりやすく適切な広報活動を行う。

イメージアップ戦略の推進

ふるさと大使などを活用し、市のイメージアップ戦略を推進します。

・市政情報の提供と共有

総合計画　「情報の共有」

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

ホームページへのアクセス数 2,509,601件 4,015,361件
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基本目標

分野

基本的方向

［出典：企画課、市民協働課］

［出典：企画課、市民協働課］

② 本市とのつながりを築き、新しい人の流れをつくる

③ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる

総合計画　「まちのにぎわい」

・地方創生施策の推進

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

個別戦略

婚活事業の推進

市内の観光資源やまちなかの商店などを利用した男女参加イベント開催を支援し、

結婚の前提となる「出会い」を創出します。また、本市のみでなく両毛広域などの

広域連携でのイベントを実施し、まちのにぎわいを活性化させます。さらに、市内

外の結婚式場とのタイアップを図るなど、成婚数の増加に加えて出生数の増加を目

指します。

　婚活イベントに参加し、カップルになった組数

65人 累計445人（R３～R７年度）

５組 累計50組（R３～R７年度）

市の支援による婚活事業でのカップル成

立数

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

市の支援による婚活イベント参加者数

　婚活イベントに参加した人数
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基本目標

分野

基本的方向

ファミリー・サポート・センター

の延登録者数

［出典：こども福祉課］

［出典：こども福祉課］

病児・病後児保育事業の登録者数

［出典：健康推進課］

妊娠中から子育て期に関するさまざまな情報を配信するモバイルサービスの登録者。

病児・病後児保育事業の登録者数
227人 403人

61.8% 62.0%
子育て支援モバイルサービス登録率

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

ファミリー・サポート・センターのお願い会員の延登録者数

345人 645人

③ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる

個別戦略

地域における子育て支援の充実

子育てを地域・社会全体で支えあい、安心して子どもを育てることができるまちづ

くりを目指します。

多様な保育サービスの充実

共働き世帯や核家族化は一層進むと予想されるため、保護者の子育てと就労の両立

を支援するための多様な保育サービスを提供します。

妊娠・出産・子育て期の切れ目のない支援の推進

乳幼児健康診査、各種健康教育、健康相談などを通じて、予防を柱とした母子保健

の充実を図ります。

総合計画　「子育て」

・妊娠・出産・子育て期の切れ目のない支援

・地域子育て支援の推進

・質の高い保育サービスの充実

子育て世代包括支援センター（かるがも相談室）において、安心して妊娠・出産・

子育てができるように切れ目のない支援を推進します。

健やかに子どもが育つための支援の充実

11



基本目標

分野

基本的方向

［出典：安全安心課］

市内66行政区のうち自主防災組織を組織している行政区の割合

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

自主防災組織の組織率
92.4% 100%

④ 人が集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる

総合計画　「防災」

・防災意識の向上による防災組織などの育成

・危険個所の早期発見による安全確保

・大規模災害に備えた連携体制の整備

・排水施設整備による被害防止

・総合的な空き家対策の推進

・消防団の人材育成と設備の充実

・災害予防のための環境整備

・国土強靭化計画を踏まえた備蓄の確保

個別戦略

国土強靭化計画の推進

市民・事業者・行政が危機感と自らの役割を共有し、大規模な自然災害が起こっても、

機能不全に陥らず速やかに回復する「強さ」と「しなやかさ」を兼ね備えたまちづくり

を推進します。
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基本目標

分野

基本的方向

［出典：館林警察署］

［出典：安全安心課］

一市四町広域公共路線バス８路線の利用者数

交通事故発生件数

路線バス利用者数 248,074人 300,000人

市内で発生した交通事故件数

④ 人が集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる

個別戦略

道路や交通安全施設などの整備

道路や交通安全施設などの整備を行い、利便性と安全性の向上に努めます。

交通安全活動の推進

館林都市圏公共交通網形成計画に基づき、まちづくりと連携した持続可能な公共

交通ネットワークの整備を推進します。

・幹線道路の整備

・道路の利便性と安全性の向上

・移動の安全性の向上

・連携による交通安全対策の推進

・移動環境の確保

啓発活動を通して市民の交通安全意識の高揚を図るとともに、関係機関や団体と

連携した交通安全対策を推進します。

公共交通ネットワークの整備

総合計画　「道路・交通」

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

283件 280件
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基本目標

分野

基本的方向

［出典：文化振興課　］

［出典：文化振興課　］

歴史文化施設における市民１人当たりの年間利用回数

④ 人が集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる

個別戦略

芸術・歴史文化を生かした地域づくり

優れた芸術や歴史文化に触れる機会の提供及びその魅力を市内外に発信すること

で、交流人口の拡大を図る。

日本遺産の活用

市民と行政と関係団体が一体となって公民が連携し、文化財の活用や地域活性化

に取り組みます。

・芸術文化活動の拠点施設の充実

・芸術文化活動の推進

・郷土の歴史文化を学ぶ機会の充実

・歴史文化の活用

・文化財の保護・継承環境の整備

・日本遺産を活用した地域の魅力発信や環境整備

芸術文化施設における市民１人当たりの

年間利用回数

歴史文化施設における市民１人当たりの

年間利用回数

2.5回

0.3回

総合計画　「文化」

2.5回

0.3回

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

芸術文化施設における市民１人当たりの年間利用回数
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基本目標

分野

基本的方向

［出典：スポーツ振興課］

スポーツ実施率（週１回以上）
31.30% 50%

週1回以上スポーツに取り組んでいる人の割合

④ 人が集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる

個別戦略

スポーツ機会の提供

スポーツに対するニーズの把握に努め、体力・目的に応じて誰もが気軽にスポー

ツを楽しめる事業及び環境づくりに取り組みます。

スポーツ指導者の養成

スポーツ団体及び地域の主体的な活動が促進されるよう指導者の養成並びに育成

を図り、自立を支援します。

競技スポーツの振興

安全で利用しやすいスポーツ施設となるよう、適切な維持管理を行うとともに、

設備の充実を図ります。

・スポーツ環境の充実

・スポーツ活動への支援

・競技スポーツの推進

・スポーツ施設の適正管理

競技性の高いスポーツ大会の開催及び県民スポーツ大会等への選手派遣等の環境

整備を図るとともに、競技指導の優れた人材養成を図ります。

スポーツ施設の整備、充実

総合計画　「スポーツ」

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）
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基本目標

分野

基本的方向

［出典：企画課］

本市に寄附されたふるさと納税の累計金額

重要業績評価指標（KPI） 基準値（R１年度） 目標値（R７年度）

ふるさと納税寄附金額
1億49万4000円 累計　5億円（R3～R7年度）

④ 人が集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる

総合計画　「行政活動」

・総合計画及び総合戦略の着実な実施

・行政改革の断行

・公民連携の推進

・近隣市町村との連携

・財政運営の健全化

・公共施設の最適化

・自主財源の確保

・ICT化の推進

個別戦略

様々な取り組みによる新たな財源の確保

ふるさと納税やクラウドファンディングなどを活用することで新たな財源を確保

し、安定的な市の運営を推進します。

多様化する市民ニーズへの対応

様々な市民ニーズに対応するため、公共施設の適切な管理運営及びICTを活用する

ことで利便性の向上を推進します。
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